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1，は じめ に 　 日本 の 在来木造住宅 の 外壁 で 多 く採用 され

て い る壁体内通 気層に 関 して は、これ ま で 多 くの 研 究
蹴 ば

Dが な され て い る もの の 、実 住宅 に お い て 壁 体 内通 気層 の

効果 を検討 した研究は少 なく、通気量 の 実態 は 明確 とな

っ て は い な い 。実住宅で は小 屋 裏 を 介 し て 通 気 層 が 互 い

に影響す る こ とに よ り，例 え ば 通気 方 向が 下向き に な る

な ど、複雑 な状況 とな る こ と も予 想 され る
U、本研 究 は 、

壁 体内通 気 層 の 通 気 量 の 実態 を 把 握 す る た め、外 気 条件

が 通 気 量 に 及 ぼ す 影 響 を 明 らか に す る こ と を 目 的 と し て

い る。本報 で は 、実験住宅 に お い て 通 気層の 通 気量 を測

定 した 結 果 を示 し、外 気 と通 気 層 の 温 度 差、外 部 風 向 ・

風 速が 通 気 量 に 及 ぼ す影響に つ い て 検討 した。
2，実測 概要 　測定は 、岩 手 県立 大学敷地 内に 建 設 され た

岩 手 県 立 大 学盛 岡 短 期 大 学部 の 建 築 環 境 工 学 実験 棟 に て

行 っ た。実 験 住 宅 の 概 要 を 図 1 に 示 す。西 向 き 片 流 れ （3

寸勾配 ）屋 根 の 木 造総 2 階建て C33．12   ）で 、周 囲 に 隣接す

る建物 は な く 開 け た 敷地 に 建 っ て い る。壁合板 と透 湿 防

水 シ
ー

トを 防 風 層 と す る
一

般的な 通 気 層 工 法 の 外 壁 を 有

す る。北側 は 天 井断熱、南側 は 屋根断熱 で あ る た め、小

屋 裏換気方式が異な っ て い る。通 気層 の 厚 さは 9mm 、

lSmm 、27mm の 3 仕様 を図 1 の IF 平面 図 に記 載 の とお り

配置 し、天 井断熱 に 通ず る厚 さ 9mm 、18mm の 通 気 層 を

「天 井 9mm 」、「天 井 18mmj 、屋 根 断熱 に 通ず る 厚 さ

18mm 、27mm の 通 気層 を 「屋 根 18mm 」、
一
屋根 27mm 」

と して 比較 した 。
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　通気層 内 風速、温 度、外部風向 ・風速、外気温 と と も

に 、西 面 で は 通気層 上下端 の 圧 力差 を 測定 し、通気層 内

の 通 気 方 向の 判 定 に 用 い た。風向 ・風速 と圧 力差 は 1 分

間隔、温 度 は 10 分間隔 の 瞬 時 値 を記録 した。測定 期間は

2010 月 3 月 17 日
一一12 月 7 日で あ る，通気量 の 算定に お

い て は 、通 気層 内 の 流れ は 上 下 方 向 の 層流 と し、断面 方

向の 風 速分布 を 2次 曲線 と想定 し た。

3　風 速 測 定結果　測 定 期間 にお け る 通 気 層内 風速 の 頻度

分布 を図 2 に 示す。西面 は、通気層上 F端 の 圧力差よ り

通 気方向 を判定 し 、下 向 き の 通 気 を負 と し た。い ずれ の

通 気 層 も 90％ 以 ｝二が 風 速 0．4m ！s 以下 で あ る 。 西 面 で は 通

気 層 厚 さが 薄 い 「天 井 9mm 」 が 「天 井 i8mmJ よ り風 速

が 大 き い e 通 気層厚 さよ り通 気層出入 口 の 抵抗 な ど他 の

要 因 が 通 気 量 に 対 し 支 配 的 と な り、厚 さ の 薄 い 「天 井

9mm 」 の 風 速 が 大 き くな っ て い る と推 測 され る。
一

方 、

東面 で は 「天 井 18mm 」 が 「入 井 9mm 」 よ り大 き い な ど、

方 位 や 小 屋 裏 換 気 方 式 の 違 い に よ っ て 、壁 体 内 通 気 性 状

は 異 な る。ま た、：5〜30％ の 時 間 帯 に お い て ド向 き の 通 気

が 生 じ て い る。「屋 根 27mml を除 く と、下 向き通 気 の ほ

とん どは 風速 D．2m ！s 未満 と小さい 。

　通気量の 頻度分布 を図 3 に 示 す。西面 で は、「天 井 9mm 」

と 「天 井 18mm 」 の 通気量 が ほ ぼ等 し く、「屋 根 18mm 」、
「屋 根 27mm 」 ほ ど通 気 量 が 多い 。「天 井 9mm 」 は 「天 井

1Smm 」 に 対 し 通 気 量 が 同 じ で 厚 さ が薄 い こ とか ら、前述
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　　　　　　 図2 風速頻度分布 （西 面は上 下方向考慮）
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図 3 通 気 量 頻度分布 （西 面 は 上 下 方 向考慮 ）
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の とお りの 風 速の 逆 転が 生 じた と考 え られ る。東面 で は

「天 井 9mm 」 の 通 気 量 が 少 な く、「天 井 18mm 」、「屋 根

18mm 」、「屋 根 27mmd の 順 で 通 気 量 が 多い 。通 気 量 は 概

ね 通 気 層厚 さに 応 じて 多 くな っ て い る が、方 位 や 小 屋 裏

換 気 方式 の 違 い に よ っ て 通 気 量 が 異 な る。

4．温度差 に よ る通気　外気 と通 気層の 温 度差 と壁体内通

気 量 の 相 関 を 図 4 に示 す ， 通 気 層の 温 度 は、1，2 階 の 高

さ中心 における測定値 の 平均値を用 い た。外部風の 影響

を 小 さくす るた め 、外 部風 速 が 0．5m ！s 未 満 の 時間帯 を抽

出 した 。 通 気 量 は、温 度差 の 112乗 に概ね 比 例 し て い る c

ま た 上 下 通 気 方 向 を 考慮 し た 西 面 で は 、温 度差 が 正 で あ

っ て も 下 向 き の 通 気 と な っ て い る。温 度 差 の み に よ る 通

気 に お い て も、小 屋 裏 や 他 の 通 気 層 との 連 続性 に よ り通

気 が影響 を受 け て い る た め と推 測 され る。
5．外部風 に よ る通気　外 部風 速 と壁 体内通 気 量 の 相 関 を

図 5 に示 す。外 部 風 速 を壁 面 に対 し垂 直 成 分 と平 行 成 分

に 分解 し、垂 直成分 （壁 面 に 当 た る 方 向 を正 ）に よ り比

較 した 。浮力 の 影 響 を 小 さ くす る た め、外 気 と通 気 層 の

温 度差 が 05 ℃未 満 の 時聞 帯 を抽 出 し た。通 気 量 は 外 部 風

速 に 比 例 す る 傾 向 が 見 られ 、外 部 風 の 正 負 に よ っ て 比 例

定数が 異なる。た だ し、ば らつ きが大き く、外部風 の 平

行成分（西面 に対 す る 南北風 な ど）な ど他 の 要 因 の 影 響 も大

き い と考 え られ る。
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6．まとめ　壁体内通気層 に お ける 通気量の 実態を把握す

　るた め、実験住宅 に お け る測定を 行 い 、通 気 の 駆 動力 で

あ る温度差お よび 外部風 と通 気 量 の 関係 にっ い て 検討 し

　た。総 2 階建 て 片流 れ 屋根 の 住宅 に お ける壁体内通 気 に

つ い て 以 下 の 性 状 を確 認 した。（1）通 気 層内の 風 速 は概 ね

lm／s 以下 で あ り、0．4m ／s 未満 の 風 速 が 80％近 くを 占め て

　い る．（2）通気方向が 下 向きに なる 時間が 15〜30％近 くあ

　る。 （3）通 気層厚 さだけ で な く、方位や小 屋 裏換気方式 に

　よっ て 通 気量 は 大 きく異な る。（4）外部風速 が 小 さい 時、

通気量は概ね外気 と通気層 の 温 度差 の 112乗 に比 例す る。

（5）温度差が 小 さ い 時、通気量 は 外部風 の 壁 面垂 直成分 に

比 例す る傾向が ある もの の ば らつ きは 大きく、他 の 要因

　に よ る影 響 も大 きい 。
　謝辞 　 本研 究 にお け る 実験 住 宅 の 実 測 利 用 は 岩 手 県 立 大 学盛 岡 短 期
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注 ）西面 の み上 下 方向 考慮。他は通気 量 の 絶対 値。
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